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1 本書は、社会福祉法人木犀会の福祉施設建設に伴う峯崎遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は笠間市教育委員会の指導の下、テイケイ トレー ド株式会社が実施した。

3 遺跡の所在地 。調査面積 。発掘調査期間・整理調査期間は、以下の通りである。

所在地     茨城県笠間市寺崎字峯崎 158外

調査面積    329�
発掘調査期間  平成 23(2011)年 2月 1日 ～ 2月 25日

整理調査期間  平成 23(20H)年  2月 28日 ～ 5月 30日

4 現地調査、整理調査および報告書の編集は、望月大輔が担当した。

5 現場での遺構写真撮影は望月が行なった。

6 遺物の写真撮影は山内和夫が行なった。

7 遺構図は、阿部正男が修正・ トレースを行なった。

8 遺物実測・ トレースは、西垣真子、佐野一絵、下田陽子が行なった。

9 奈良 。平安時代の遺物観察は、奥冨雅之 (テイケイ トレー ド株式会社)指導のもと、望月が行なった。

10調査によって得られた資料は、笠間市教育委員会が保管・管理している。

11調査組織は下記の通りである。

調査機関   テイケイ トレー ド株式会社 埋蔵文化財事業部

代表取締役   荒川健司

調査担当者   望月大輔

主任技術者   阿部正男

発掘調査の参加者は、下記の通りである。 (敬称略・五十音順)

青木 誠 浅野靖子 大山年明 小河原百合子 小瀬靖夫 小林哲生 小林良子 田口久美子

富田恒勝 袴塚恵美子 林ゆうこ 水村知記 宮野忠行 山崎幸子 横田忠利

整理調査の参加者は、下記の通りである。 (敬称略・五十音順)

岩田知子 大野節子 鹿志村百合子 小山 充 佐野一絵 下田陽子 高野恒― 中島慶太

中谷美穂 西垣真子 濱田優巳 林 雅博 松本寛之 山内和夫 山中敏彦 吉田淳子

例



凡 例
1 遺繕番号は、遺構確認段階●任意に991番から付し、整理段階において遺構番号の末尾た遺繕種別に

基づいた略号を付し遺矯名とした。

2 1光波測距檬 (トータルステーション|システム)によって取り上げた還物は、1遺構毎に通し番号を001番

か|ら付し|た。

3 本書において用いた略号は、メ下の通りである。

Sけ住居跡  SK EL坑  ―
説勘   P /J拭  貯馨胤  BLギブロック

4 調査区のグリッドは、世界測地系1座標に準拠し、X=43920i000～ Y‐ 37925.000の交点を起点とした。

5 平面図は完掘状況を表し、必要に応じ上端・申端線な―どを1記入している。

6 本書の図版の縮尺は、それぞれの図版に記した.が、原RIJと して遺構は1/4虫 遺物は1/2であるょ

7 遺構図版中のトーンの指示は、以下の通,である。

■■―肺 匝 ¬瓢曲 ―‐_絲
8 1遺物図版中のトー|ンの指示は、以下の通りである。

‐ 柳

9 土層観察と遺物における色調の判定は、 IF新版標準土色構』 C/J｀山正忠・竹原秀雄編著日1本色研事業株式会

社)を使用し嵐

10遺物観察表の項目、記載方法は『橋爪濯跡―道路改良工事に伴う遺跡の発掘調査報告書―』 ぐテイ|ケイト

レード務式会社 2010を発 にした。

且 遺物の観察表において,残存値は,()、 推定値は< >で示したと
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1章 調査の経緯と経過

1節 調査に至る経緯

平成 22年 9月 14日 付けで社会福祉法人木犀会は、笠間市寺崎地内における「埋蔵文化財の所在の有無とそ

の取扱いについて」の照会を笠間市教育委員会に提出した。開発予定地は、周知の遺跡「峯崎遺跡」力式所在する

ことから、平成 22年 9月 16日 付けで試掘調査が必要である旨が回答された。試掘調査は、笠間市教育委員会

が笠間市文化財保護審議会委員の能島清光氏に依頼して、平成 22年 9月 21・ 22日 に実施し、遺跡の所在が確

認された。

社会福祉法人木犀会は茨城県教育委員会に対して、平成 22年 10月 1日 付けで文化財保護法第 93条第 1項

の規定に基づき、土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会は、現状保存

が困難であることから、記録保存のための発掘調査がネ要と決定し、平成 22年 11月 19日 付けで工事着工前

に発掘調査を実施するよう通知した。

これを受けて、社会福祉法人木犀会はテイケイ トレー ド株式会社に調査を依頼した。社会福祉法人木犀会・笠

間市教育委員会 。テイケイ トレー ド株式会社は三者協定を締結し、試掘調査の結果に基づき、平成 22年 12月

27日 付けで文化財保護法第 92条第 1項の規定による発掘調査届出を茨城県教育委員会へ提出、茨城県埋蔵文

化財指導員の川崎純徳氏、笠間市文化財保護審議会委員の能島清光氏を指導委員として平成 23年 2月 1日 から

平成 23年 2月 25日 まで、発掘調査を実施した。

第 2節 調査の経過

発掘調査は、平成 23(20H)年 2月 1日～平成 23(2011)年 2月 25日に実施した。調査地点は峯崎遺跡

とされる遺物包蔵地であり、本調査の目的は福祉施設建設に伴う埋蔵文化財の記録保存である。

現地調査

。平成 23年 2月 1日― 重機による表土掘削作業及び入力によるプラン確認作業を開始。

・2月 3日一 表土掘削作業終了。遺構調査を開始。

・2月 23日― 全景写真撮影。

・2月 25日― 県による終了確認監査。現地調査完了。

整理調査

。平成 23年 2月 28日一 遺物洗浄作業開始。
。3月 1日一 遺構図面 トレース作業開始。

・3月 4日一 遺物洗浄作業終了。

・3月 7日一 遺物接合・注記作業開始。

・3月 10日一 遺物接合・注記作業終了。

・3月 16日― 遺物実測・ トレース作業開始。

・4月  1日一 遺物実測・ トレース作業終了。

・4月 8日一 遺構 トレース作業終了。

・5月 31日一 幸民告書刊行。

-1-
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

峯崎遺跡は、茨城県笠間市寺崎字峯崎 158外に所在する。

笠間市は県中央に位置し、北は城里町と栃木県芳賀郡茂木町、東は水戸市と茨城町、南は石岡市と小美玉市、

西は桜川市に接する。市域周辺には、八溝山系鶏足山塊の南部にあたる国見山や仏頂山などの山々が連なり、そ

のほぼ中央に笠間盆地を形成している。八溝山系の地質は、古生代の砂岩、粘板岩、チャー トや第二紀の花南岩

などで構成されているが、盆地内の地質は第四紀の砂礫から成り、その上に関東ロームが堆積している。また、

盆地内には国見山付近から流れ出る涸沼川がほぼ中央を南流しており、そこに周囲の山々に水源を持つ小河川が

合流し、涸沼に注いでいる。

峯崎遺跡は、笠間盆地の北部、涸沼川を南に臨む寺崎台地上に立地する。本調査区は台地南縁にあたり、北西

から南東に向かう緩傾斜地である。標高は 5875～ 60 25rrlである。調査地の現況は畑地、雑種地である。

第 2節 歴史的環境

ここでは、峯崎遺跡周辺の主な遺跡について概述する。

旧石器時代 峯崎遺跡周辺では、当該期の人間活動の痕跡を残すものは確認されていないが、笠間市内に目を向

けると、本戸地区の石崎遺跡、本戸城跡において細石刃が出土している。また、上加賀田地区に所在する小組遺

跡では 2000点以上の剥片が出土し、当地での石器製作を類推させる資料として注目される。

縄文時代 笠間市内に早期から晩期までの遺跡が確認されている。本遺跡周辺においては、西田遺跡の調査が行

なわれており、縄文時代中期から後期の遺構が検出されている。西田遺跡では、石鏃とその製作に伴う剥片類が

多数出土している。

弥生時代 弥生時代に関しては、他の時代に比べると遺跡数は少なく、本戸地区の蔵後遺跡や、後久保遺跡など

が挙げられる。中でも後期後半に位置付けられる遺跡が多い。

古墳時代 古墳時代の遺跡は多く、本遺跡周辺には、北に高野古墳群、北西にき崎原古墳群がある。本遺跡の南

西に所在する箱田うら山古墳では、墳丘測量とトレンチ調査が行なわれ、周壕を伴う前方後円墳であることが確

認されている。

奈良・平安時代 本遺跡をはじめ集落跡とされる遺跡が、飯田地区や石井地区などに認められる。石井遺跡群で

は、円面硯の破片などが出土しており、当地における官衝的施設の存在が想定されている。

表 1 峯崎遺跡周辺の遺跡一覧表

番 号 遺跡名 主な逮構と時代

赤沢口古墳 古墳 (古 墳 )

飯田城跡 城館跡 (中世)

蟹前遺跡 包蔵地 (縄文)

飯田新谷台遺跡 包蔵地 (古墳)

上代遺跡 包蔵地 (縄文、奈良・平安)

杉谷津遺跡 包蔵地 (弥生 )

金久保遺跡 色蔵地 (縄支、奈良・ 平安 )

寺崎原古墳群 古墳群 (古墳)

福田館跡

10 指合漬EI 包蔵地 (縄文、奈良・平安)

高野古墳群 古墳群 (古墳)

鳥居戸遺跡 角蔵・ll(縄支、古墳、奈良 平安 )

寺前適跡 包蔵地 (奈衰 平安)

東藤太郎遺跡 何蔵 III(細 マ )

首 命 台 塚 啄 (中世 )

後久保遺跡

包蔵舶 (編支、古墳、奈良・平安 )

関宿壕群 塚群 (中世)

19 大井神社東遺跡 包蔵地 (縄文、弥生、古蹟、奈良 平安)

大淵館跡 城館跡 (中 世)

大淵堀ノ内古墳 古墳 (吉 墳)

大斉神社遺助 旬蔵ll(編 支、輸生、古墳、奈良・ 平安 )

番号 遺跡名 主な遺構と時代

成田塚群 塚群 (中世)

金井前東館跡 城館跡 (中世)

金井前西館跡 城館跡 (中世)

峯崎遺跡 集落跡 (縄文、弥生、古墳、奈良・平安)

絶田うら山古墳 古墳 (古 墳)

愛宕台遺跡 色蔵地 (縄 支う

大淵窯跡群 C 窯跡 (奈 良・平安)

大L4H窯 跡群D 窯跡 く奈良・ 平安)

麓城助 城館跡 (中世 )

大淵窯跡群 B 窯跡 (奈良 平安)

石井遺跡群 前蔵lJ(縄 支、弥生、古墳、奈良・平安 )

併白坊寺院跡 寺院跡 (中世

大石邸跡 目散 跡 (折世

36 争 FHH賊 干下 屋敷 跡 屋敷跡 (近世

↓間城跡

寺習館跡 巌FkN跡 (五 世

川束週跡 包蔵地 (縄文、奈良・平安)

性町遺跡 包蔵地 (縄文、古墳 )

上イ遺跡 包蔵地 (古墳、奈良 平安 )

馬廻遺跡 包蔵地 (縄 文、古墳)

鍛治屋遺跡 何蔵舶 (奈 自 平安 )

つ
０



第 2図 峯崎遺跡周辺の遺跡位置図
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3章 調査の概要

1節 遺跡の概要

今回の調査で、縄文時代の土坑 12基、ピット 1基、平安時代の住居 1軒、屋外炉 1基、時期不明の土坑 15基、

ピット1基の、総計 31基の遺構を検出した。また、ハー ドローム層から石器が 1点出土した。

縄文時代の上坑は、開回部の平面形がほぼ正円形で、断面形が半円形、または箱形を呈するものが主体である。

土坑からは主に縄文時代後期前葉の土器が出上したが、小破片が多く、全体の器形が窺えない資料が大半である。

石器は、剥片の出土が僅かに認められるのみであるが、当地において活発に用いられるチャー トを石材としてい

る。平安時代の住居、屋外炉からは土師器と須恵器が出土した。これらは、内面黒色処理が施される土師器好や

焼成不良の須恵器が主体であり、器面の調整手法などから9世紀代に位置付けられる。ただし、共に遺構の遺

存状況は悪く、住居は床面、カマ ドおよび壁溝の一部を検出したのみである。各時代において、遺物の遺構間接

合は認められなかった。

平成 2、 3年に、今回の調査区の西側において本調査 (旧遺跡名 :寺崎台地遺跡)が行なわれている (以下、

前回調査)。 主な調査成果として、縄文時代の住居 1軒、円形周溝状遺構 1基、奈良・平安時代の住居 9軒、土

坑 9基の検出が報告されている。縄文時代の遺構からは、堀之内式に比定される土器が出土し、また、奈良・

平安時代の住居跡からは、8世紀後半～ 10世紀前半に位置づけられる土師器 と須恵器が出土している。これら

の成果は、本調査区においてもほぼ同様に確認された。今回の調査成果と合わせ、本遺跡は旧石器時代、縄文時

代、奈良 。平安時代の複合遺跡と位置づけられる。

厖覇 月確日四

第 3図 峯崎遺跡調査区位置図
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第 2節 調査の方法

試掘調査の成果から、

起点に 5m四方のグリッ

と付した (第 4図 )。

施設建設部分に相当する 329活を調査区として設定した。グリッドは調査区北西部を

ドを設定し、東西を西側から算用数字で 1～ 4、 南北を北からアルフアベットで A～ E

+G 斗

‐＋昭
硝
田

基本層序 A

作  /'

第 4図 峯崎遺跡調査区全体図
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調査区北東部から重機による表土掘削を行なった後、人力による精査によって遺構プラン確認を実施した。ま

た、試掘調査の成果から、遺構確認面は後述する 4層直上に設定 した。遺構番号は、確認された遺構から任意

に 001番から番号を付 した。遺構調査を進める過程において、開口部が狭小で掘削が困難なものに限り、断割

り調査を行なった。出土遺物は基本的に遺構一括として取 り上げ、必要に応じて トータルステーションシステム

を用いた二次元記録を行なった。

遺構平面図の作成はトータルステーションシステムを使用した二次元計測により行なった。また、遺構断面図

の作成は手作業で行ない、縮尺は S=1/20を 基本として必要に応じて S=1/10と した。写真撮影記録には 35mm
のモノクロフィルム、カラーリバーサルフィルム、およびデジタルカメラを用いた。

第 3節 基本層序

調査区東壁北部と西壁南部に トレンチを設定し (第 4図 )、 基本土層の堆積状況を確認した (第 5、 6図 )。

前回調査時において表土 とされた耕作土が 3層、その調査後の建築に伴 う整地用の盛土が 2層に相当すると

考えられる。また、4～ 8層が関東ローム層にあたり、いわゆる鹿沼パミス層は 7層 に相当する。本調査区では、

関東ローム層の直上に漸移層は認められず、ソフトローム層にあたる 4層 に至るまで後世の削平が及んでいる。

両記録地点において、5～ 8層は南へ緩やかに傾斜する堆積状況が認められる。ただし、B地点 7層は A地

点 7層 と異なり、包含される鹿沼パミスがブロック状を呈する。これは、調査区の南が台地縁辺の傾斜地となっ

ていること、A地点に比べて 6、 8層 との層理面が波状に起伏することから、傾斜地における再堆積によるもの

と考えられる。

基本層序

表土

盛土 砕石、ガラスなどを含む 現代の整地上

旧耕作上 黒色土 ローム粒、小礫などを含む 現代の耕作土

黄褐色ローム しまり・ 粘性やや強い 橙色スコリア微量含む ソフ トローム

明黄褐色ローム しまり強い 粘性やや強い 黒色スコリア微量、青灰色パ ミスごく微量含む ハー ドローム

明黄褐色ローム しまり強い 粘性やや強い 橙色スコリアごく微量、黒色スコリア微量、青灰色パ ミスごく微量、鹿沼パ ミス中量含む

黄色パミス しまりやや強い 粘性あり 黒色スコリア、灰白色パミス微員含む 鹿沼パ ミス層

暗褐色ローム しまり強い 粘性やや強い 小礫微量、黒色スコリア微量含む

1     1

(南 )

A'

0       1m

S三 1/40

第 5図 基本層序 A地点

0       1m

S三 1/40

第 6図 基本層序 B地点

(南 )(Jし )|

60.Om生 60.Om旦

-7-



第 4章 調査の成果

第 1節 遺構と遺物

(1)旧石器時代

033SKの 断割 り調査時に、ローム層から石器が 1点出土 した (第 8図 )。 今回の調査においては 1点のみの

出土であるが、旧石器時代の遺物として扱う。

二次加工を有する剥片 (第 7図 )

5層 (ハー ドローム層)上位から出土した。石材は灰色の不純物を斑点状に含む漆黒色の黒曜石である。器長

24mm、 器幅 36mm、 最大厚 7mmを測る。寸詰まりの横長剥片を素材とし、背腹両面からの折断によって打瘤

部を除去する二次加工が施される。末端部左縁の背腹両面に微小剥離痕が認められる。背面下端部の剥離面は風

化が顕著である。

S=1/1

第 7図 旧石器時代 出土遺物

0                   20rn

S=1/600

第 3図 遺物出土地点図

(2)縄文時代

006SK(第 9。 10図、表 2)

位置 調査区北部、A2グリッドに位置する。

規模と形状 規模は長径 153m、 短径 1.39m、 深さ 052mを測る。平面形は円形を呈する。壁は遺構底面から

0.15m上 までわずかにオーバーハングし、そこから開口部にむかって緩やかに外反 しながら立ち上がる。壁面

は上下方向の凹凸が著しい。底の深度は鹿沼パミス層 (7層 )とその直下ハー ドローム層 (8層)と の層理面ま

で到達し、底面はほぼ平坦に整えられている。

覆± 5層に区分した。しまりがやや強 く、ローム粒を含む黒褐色の覆土を主体とする。

遺物 縄文土器 26点が出土した。土器は小破片が多いが、縄文時代後期と考えられる櫛描文が施文されるものや、

沈線によって区画される磨消縄文を有するものが認められる。実測遺物は 3点である。

1は国唇部に刺突による列点文が施され、外器面には沈線文が描かれる。2は国縁直下に隆帯が巡 り、胴部に

沈線文が施される。3は横位の隆帯上に列点文が施される。

時期 出土遺物から縄文時代後期前棄と考えられる。           1

-8-



006SK60.3rn A

006SK

褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐色土

黒褐色土

第 9図 006SK平面図・ 断面図

第 10図 006SK出 土遺物

5cm

S=1/2

しまりやや強い 粘性強い ロームBL・ 粒多量、炭化物微量、焼土微量、

鹿沼パ ミス中量含む

しまり・粘性やや強い ローム粒少量、炭化物微量、燒土微量含む

しまり ,粘性やや強い ローム粒中量含む

しまりあり 粘性強い ロームBL・ 粒多量含む

しまり 。粘性やや強い ローム粒微量、焼上微量、鹿沼パミス少量含む

0                1 rn

s=1/40

/2

表 2 006SK出 土 土器観察表

番

号
構
＆

遺
Ｎ

土

点

出

地 器種 醒
ｍ

綿
ω

醒
術

翅
耐

部位 文様・器面調整 時期 備考 (接合関係)

1 一括 深鉢 (58) ヨ縁ヨ
波状口縁 口唇部に刺突
口縁に沿 う沈線 とその直下に斜行する平行沈線

後期 器面黒色

2 一拓 深鉢 (50 ]縁訂 口縁に沿 う隆帯 幅広な沈線文 地文無節縄文
称名寺～

堀之内式

3 一括 深 鉢 胴部 隆帯上に刺突 後期 器面黒色

-9-



007SK (第 11・ 12図、 表 3)

位置 調査区北部、A-2グ リッドに位置する。

重複関係 遺構北辺を 003SKに切られる。

規模と形状 規模は長径 1,72m、 短径 1.15m、 深さ 040mを 測る。平面形は楕円形を呈する。遺構北、西壁は

底面から0.14m上で大きく外反し、テラス状部分を形成している。底面は遺構中央部においてほぼ平坦であるが、

遺構南部にピット状の落ち込みが認められる。

覆± 4層に区分した。覆土は、ローム土と灰白色粘土がブロック状に含まれる暗褐色上が主体である。粘土は

20～ 30cm大のブロックから径 lmm程度の粘土粒まで認められ、覆土内に疎らに含まれる。

遺物 縄文土器 9点が出土した。実測遺物は時期の特定が可能な 2点である。

1は深鉢の日縁部で、直線的な沈線によって区画される。2は、沈線による区画内に不定方向の縄文を充填し

ている。 1、 2は共に堀之内 2式に比定される。

時期 出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

60.3m▲

調峰
‐外世
‐
‐

007SK

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 褐色土

第 11図  007SK平面図・ 断面図

第 12図 007SK出土遺物

-10-

0       1m

S E1/40

しまりあ り 粘性やや強い ロームBL・ 粒少量、灰白色粘土少量

炭化物微量含む

しまりあ り 粘性やや弱い ローム粒少量、橙色スコリア微量、

鹿沼パミス少量含む

しまり 。粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、灰白色粘上微量、

炭化物微量、鹿沼パ ミス少量含む

しまり 。粘性やや強い ローム粒多量、鹿沼パ ミス微量含む

／

〃

‐ ―

比

s=1/2



表 3 007SK出土 土器観察表

番

号
遺構
N0

出土

地点
器種 径

め
口
くｍ

器高
(mm)

径

ｍぅ

底

６
最大宿
(m0

部 位 文様・器面調整 時期 備考 (接合関係)

1 一括 深鉢 (47) ヨ縁封 直線的な沈線によって区画される磨消縄文 地文単節縄文 堀之内2式

2 一拓 深鉢 胴部
首 綿 的 /f汁綿 Jtオ ス繕 締 i峯 ″桜 v身拌 の 屎 面 丙 ι

「
韮箭 網 寸 //

堀之内2式 器面黒色
充填

016SK (傷雪13・ 14区 ]、  募電4・ 5)

位置 Blグ リッドに位置する。

規模と形状 規模は 長径 1,76m、 短径 1.71m、 深さ 0.68mを測る。平面形は円形を呈する。壁は底面から

開口部にむかって直立するように立ち上がり、壁面は起伏に富む。東壁の壁面に露出する鹿沼パミス層は上部が

変色硬化している。底の深度は鹿沼パミス層 (7層 )の最下部で、南西部は直下のハー ドローム層 (8層 )上面

にまで達している。底面は平坦である。

覆± 6層に区分した。ロームブロックと鹿沼パミス粒を含む暗褐色土と黒褐色土で構成される。4・ 5層は東

方向から流入した堆積状況が窺える。

遺物 出土遺物は縄文土器 31点、土製品 1点である。土器は図化困難な小破片が多いため、実測遺物は 3点で

ある。他に、胴部に磨消縄文が施される土器が認められる。

1は、遺構底面付近から出土した深鉢の肩部で、単節縄文を地文とする。2は深鉢の口縁部で、口唇部が肥厚し、

弧状の櫛描文が認められる。3は土製円盤である。ほぼ円形に整えられ、周縁部の断面には摩滅が認められる。

時期 出土遺物には、胴部に磨消縄文が施される土器が多く認められ、また、006SK出土土器同様に、無文地

に幅広な沈線を施すものが認められる。これらの出土遺物から、縄文時代中期後半～後期前葉と考えられる。

調
査

区
外

60.2rn A

6SK
黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色上

黒褐色土

しまりやや強い 粘性あリ ローム粒中量含む
しまりやや強い 粘性あリ ロームBL・ 粒やや多量、鹿沼パミス少量含む
しまり'粘性あリ ローム粒少量、鹿沼パミス少量含む
しまりあり 粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、鹿沼パミス中量含む
しまりあり 粘性やや強い ロームBL・ 粒少量、橙色スコリア微量含む
しまり。粘性やや強い ローム粒少量、橙色スコリア微量、
鹿沼パミス微量含む

0       1m

S=1/40

第 13図 016SK平面図・ 断面図



/1

0                    10crn

S三 1/3

第 14図 016SK出土遺物

表 5 016SK出土 土製品観察表

019SK(第 15。 16図、表 6)

位置 B3グリッドに位置する。

規模と形状 規模は長径 149m、 短径 1.31m、 深さ 0,73mを測る。平面形は円形を呈する。壁は遺構底面付

近がわずかにオーバーハングする。壁面全面に凹凸が認められる。底の深度はハー ドローム層 (8層 )の上部に

達する。底面はほぼ平坦に整えられている。

覆± 5層に区分した。ロームブロックを含む黒褐色土を主体として、レンズ状に堆積する。 1層を除いて、土

質は近似する。

表 4 016SK出土 土器観察表

番

号
遺構
N0

出土
地点

器種 蛭
鯨

器高
(mm)

底径
mm) (mm)

部位 文様・器面調整 時期 備考 (接合関係 )

1 No l 深鉢 肩部 単節縄文

2 No 3 深鉢 日唇部肥厚 弧状の櫛描文 後期

番

号
遺構
N0

土

点

出

地
器種 最大径

6m)
隧
ｍ

重量
(8)

文様・調整など 備考

3 一括 土製円盤 単節縄文 断面部に摩滅が認められる

９
一



60.Om生

0       1m

S E1/40

しまりやや強い 粘性強い ロームBL・ 粒多量、炭化物微量、焼土微量、鹿沼パミス少量含む

しまり ,粘性やや強い ローム粒少量、炭化物微量、焼土微量含む

しまり '粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、炭化物微量、鹿沼パミス微量含む

しまり強い 粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、灰白色粘土微量、橙色スコリア微量、鹿沼パ ミス少量含む

しまり強い 粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、灰白色粘土微量、橙色スコリア微量含む

第 15図  019SK平面図・ 断面図

第 16図 019SK出土遺物

遺物 出土遺物は縄文土器 8点、礫 3点である。出土した土器は小破片のみであるため、実測遺物は日縁部の

1点である。

1は、波状口縁を呈する深鉢の口縁部である。波頂部に刺突文が施される。横位に巡る沈線により区画され、

地文縄文部分に沈線によって文様が描出される。堀之内 1式に比定される。

時期 出土遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる。

土
土
土
土

土
色
色
色
色

９ＳＫ
髄
翻
聰
囀
醒

/

表 6 019SK出土 土器観察表

番

号
遺構
N0

出土

地点
器種 日径

(mめ

器高
(mmう

底径
6お 闘鯨

部位 文様・器面調整 時期 備考 (接合関係)

1 深鉢 (90) ]縁剖
皮状回縁 波頂部に刺突 口縁部は沈線により区画し磨消縄文
売線による渦巻文あるいは蕨手文 地文単節縄文

屈之内1式 器面黒色

■ 3



029SK (傷雷17・ 18図、 ヲ藍7)

位置 調査区南東部、D-3グリッドに位置する。

規模と形状 規模は長径 1.28m、 短径 120m、 深さ 072mを測る。平面形は円形を呈する。壁は遺構東部に

おいて底面から0.52m上までオーバーハングする。壁面は起伏に富む。底はハー ドローム層 (8層)の上部に設

けられ、底面は平坦である。

覆± 4層に区分した。 1～ 4層はロームブロックと鹿沼パミスを含む暗褐色土であり、土質は近似している。

遺物 出土遺物は縄文土器 17点である。出土した土器は無文の小破片が多い。実測遺物は 1点である。

1は粗製の深鉢の胴部で、沈線による粗い格子目文が施される。

時期 出土遺物には、櫛描文が施文される粗製の深鉢も認められた。これら出土遺物から、縄文時代後期 と考え

られる。

029SK
l 暗褐色土 しまり・粘性あリ ロームBL・ 粒少量、炭化物微量、鹿沼パミス少量含む
2 暗褐色土 しまりあり 粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、鹿沼パミス少量含む
3 暗褐色上 しまり。粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、鹿沼パミス中量含む
4 暗褐色上 しまり。粘性やや強い ロームBL・ 粒少量、鹿沼パミス少量含む

第 17図 029SK平面図・ 断面図

/ /

0               1 rn

S=1/40

第 18図 029SK出 土遺物

表 7 029SK出土 土器観察表

番

号
遺構
N0

土

点

出

地 器種 口径
(ma)

綿
術

底径
(mm)

最大つ
(m0

部位 文様・器面調整 時期 備考 (接合関係 )

1 一括 深鉢 胴部 沈線による格子目文 後期 器面黒色
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(3)平安時代

028SL(第 19図 )

位置 調査区南東部、D-3グリッドに位置する。

規模と形状 規模は長軸 152m、 短軸 104m、 深さ 029mを測る。平面形は不整楕円形を呈する。主軸方向は

N-34° 一Wである。火床は遺構北部に位置し、径 020m範囲のローム土が被熱により赤変硬化している。火床

以外に遺構内に被熱痕跡は認められない。足場と想定される硬化面が遺構南部に認められる。硬化範囲は東西を

長軸とし、ほぼ平坦である。ピットなどの付帯施設は認められなかった。

覆± 5層 に区分 した。ローム土、焼土および炭化物を含む黒褐色土を主体とする。5層 は火床である。6、 7

層は掘方の埋土にあたり、ローム土を主体とする。

遺物 出土遺物は縄文土器 2点、土師器 12点、須恵器 1点、被熱礫 1点である。遺物は図化困難な小破片の

みである。

時期 出土遺物は小破片ではあるが、内面黒色処理された土師器不や、焼成不良の須恵器などが認められるため、

9世紀代と考えられる。

0       1m

S=1/40

028SL

l 黒褐色土    しまり・粘性やや弱い ローム粒少量、炭化物微量、

焼土微量含む

2 黒褐色土    しまり 。粘性やや弱い ロームBL・ 粒中量、焼土微量含む

3 赤褐色上    しまりあ り 粘性やや弱い 被熱ローム粒少量、炭化物少量、

焼土中量含む

4 黒褐色土    しま り '粘性やや弱い ロームBL・ 粒少量、炭化物微量、

焼土中量含む

5 明赤褐色ローム しまり 。粘性やや強い 火床

6 明褐色土    しまり・粘性やや強い ロームBL・ 粒多量、炭化物微量、焼土微量含む

7 明褐色ローム  しまり強い 粘性やや強い 掘方埋土

隅 ml     J

｀ヽ フ＼、6  ィオー″

0                                   1m

掘方埋土  卜~~~~――――――+――――――――――引
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第 19図 028SL平面図・ 断面図

032SI(雰ヨ20。 21図、 ラ受8)

位置 調査区中央東部、C3グリッドに位置する。

重複関係 026SKを 切る。削平により遺構東半部は失われ、カマ ド、西側壁溝、床が遺存する。

規模 残存部で長軸 4,74m、 短軸 320mを測る。主軸方向はN3° ―Wである。

床 ほぼ平坦である。硬化面は複数箇所に認められ、顕著な硬化は遺構南部中央である。

ピット PHよ床面、P2と P3は掘方より検出した。P2、 P3は位置関係から、住居入口付近の副柱穴と考えられる。

カマ ド 住居北側に付設され、規模は焚国から煙道部まで 1.21m、 袖部幅 072mで ある。火床は認められなか

ったが、煙道部下面に相当する部位 (10層)に焼土が顕著に認められる。

一ｂ



覆± 13層 に区分した。住居中央において、掘 り込み部分と焼土や被熱ローム粒を含む土層が認められ、炉が

存在した可脅コ性を示している。13層は掘方の埋上である。

遺物 出土遺物は縄文土器 20点、土師器 184点、須恵器 5点である。実測遺物は 7点である。

1は小型甕の回縁部である。胴部の外面に縦位のヘラナデ調整が認められる。2は底部に「×」のヘラによる

線刻が認められる。3は郷の口縁部で、器面は横位のナデにより整えられている。4は高台郷の底部で、内面は

炭素吸着による黒色処理が施される。5は須恵器界の口縁部である。器面は還元焔焼成が不十分のため、橙色を
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032SIカ マ ド
二 ' 59.7m三

11    ・ υ

しまりやや弱い 粘性あ リ ローム粒中量、炭化物微量、焼土少量含む

しまりあ り 粘性やや強い 被熱ロームBL・ 粒少量、炭化物微量、

焼上少量含む

しまり '粘性あ リ ローム粒少量含む

しまり 。粘性やや強い 被熱ロームBL・ 粒やや多量、焼土少量含む

しまりあり 粘性やや強い ロームBL・ 粒中量含む

しまり 。粘性あ リ ロームBL・ 粒やや多量含む 貼床に相当

しまりやや弱い 粘性あ リ ローム粒微量、炭化物微量、焼土少量含む

しまりあり 粘性やや弱い ローム粒微量、褐灰色粘土微量、

炭化物微量、焼土少量含む

しまり・粘性あ リ ロームBL・ 粒微量、褐灰色粘土中量、炭化物少量、

焼土中量含む

しまりやや強い 粘性あ り 煙道下面部か

しまり 。粘性やや強い ロームBL・ 粒中量、褐灰色粘土微量、焼土少量含む

しまり 。粘性やや強い ローム粒微量、褐灰色粘土微量、焼土微量含む

ソデに相当
しまりやや強い 。粘性強い ロームBL・ 粒多量含む

0                    2m

S E1/60

C'

0       1m

S=1/40

黒褐色土 しまり ,粘性やや弱い ロームBL・ 粒少量、焼土微量含む

褐色上  しまりあ り ,粘性やや強い ロームBL・ 粒多量含む

暗褐色上  しまりやや弱い 。粘性やや弱い ロームBL・ 粒少量、

鹿沼パミス微量含む

褐色土  しまりあ り・粘性やや強い ロームBL・ 粒多量含む

暗褐色土

暗赤褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

Ｐｌ

‐

　

Ｐ２

‐

２

　

Ｐ３

‐

6 褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10赤褐色焼上
11灰褐色土

12黒褐色土

13褐色土

第 20図 032SI平面図

032SI

032SIカ マ ド
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呈する。6は須恵器邪で底部は回転ヘラ切 りののち、未調整である。7は須恵器好の底部で、体部の下端はヘラ

ケズリ調整が施される。

時期 出土遺物の様相から9世紀第 3～ 4四半期と考えられる。

＼                     /

5crn

s=1/2

第 21図 032SI出土遺物
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表 8 03251出土 土器観察表

番

号 離
Ｎ０

土

点

出

地 器種 種別 略
ｍ

縞
術

罐
ｍ

部位 手法 。文様の特徴 胎土 色 調 焼成 時期 備考

1 )32SI 一括 」ヽ型蜜 と師器 (52) ヨ縁部
日辺部横ナデ
外面胴部ヘラケズリのちヘラナデ (縦)

内面ヘラナデ (横 )
螂節 ^褐

t 普 通

2 )32Sl ―括 卜型甕 底部
外面胴部下端回転ヘラケズリ
内面ミガキ 底部回転ヘラケズリ
ヘラPE号 「×」

期
穣

橙 色 普通

3 )32S〕 リマト 不 外面・内面積ナデ 外面スス付着

母

石

英

雲

長

石
橙色 普通

4 132SI 床直 台

必

高

付
底部

外面横ナデ
内面黒色処理・ミガキ

底部回転ヘラ切りのち高台縁ヘラケズリ
抑覇穫

橙色 普通

5 )32SI しマド IITN 日縁部 外面・内面積ナデ 自雲母 橙色 不良
9世紀第3～

4四半期

6 )32SI コマド 邪 138
口縁部

底部

外面体部下端ヘラケズリ (手 持ち)

外面 。内面積ナデ
底部回転ヘラ切り

白雲母 橙 色 不良
9世紀第3～

4四半期

7 )32Si むマド 邪 〈58〉 底部
外面体部下端ヘラケズリ (手 持ち)

外面・内面横ナデ
底部回転ヘラ切り

白雲母 自雀 普通
9世紀第3～

4四半期

17



(4)非抽 出遺 構・ 遺 構 外 出土 遺 物

非抽出遺構および遺構外から出土した縄文時代の遺物 5点を掲載する (第 22図、表 9。 10)。

1は、013SKか ら出土した深鉢の回縁部である。波状口縁を呈し、斜行する隆帯と沈線によって施文される。

2は、深鉢の口縁部で、日唇部直下の内外器面に横位の沈線が巡 り、胴部には渦巻文が施される。堀之内 1式に

比定される。3は 014SKか ら出土した深鉢である。隆帯上に刺突文が認められ、その隆帯に沿って平行沈線が巡る。

4は深鉢の底部で、網代痕が認められる。5は、018SKから出土したチャー ト製の微小剥離を有する剥片である。

剥片の左右両縁辺に微小剥離痕が認められる。

にЧ的開ＭΨ門肘朋
ん　　５ｃｍ

/2

s=1/2

ヽ

翼響|ポ
庁
 /

0

第 22図 非抽出遺構・ 遺構外出土遺物

非抽出遺構・ 遺構外出土 土器観察表

ｎ

¶

ヽ

表 9

番

号
構
∈

遺
Ｎ

土

点

出

地 器種 口径
(mm)

器高
(mm)

底径
(mm)

簿
耐

最

て
部位 文様・器面調整 時期 備考 (接合関係 )

1 一括 深鉢 (72) 波状国縁 隆帯上 と隆帯縁に沿 う沈線

2 確認面
一括

深鉢 ]縁部
波状口縁 日唇部直下の内外器面に沈線 平行沈線による渦
巻文 地文単節縄文

堀之内1試

3 一括 深鉢 胴部 横位隆帯上に束U突文 隆常に沿 う平行沈線 磨消縄文

4 表採 深鉢 底部 網代痕

表 10 非抽出遺構・遺構外出土 石器観察表

番

号
遺構
N0

土
点

出
地 器種

さ

∂

長

６

幅
硫 廃

でｍｍぅ
重量
(g)

石材 特徴 備考

5 一括 微小剥離を有する剥片 6 37 チャート 左・右縁辺に微小剥離
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表 11 峯崎遺跡 検出遺構一覧表

遺構No 掲載 グリッド 平面形 断面形 長軸(m) 短軸(m) 深さ(■ ) 主な遺物 時期 切り合い 備考

001SK A-1 円形 半円形 0.82 〔0,71) 0.33 電文土器 土師8 な し

002SK A-1 円形 半円形 0。 96 0。 89 0.07 電文土器 土師群 な し
Ｋつ

０
（
υ

（
υ A-2 円 形 箱 形 1.34 (0.69 U。 34 縄文土器 縄文時代 007SK<く

004P A-2 不 明 半円形 0.40 :0.15) 0。 15 電文土器 土師掛 な し

∩
∪

（
υ 攪 乱

006SK ◎ A-2 円形 箱 形 1.53 1.39 0.52 縄文土器 縄文後期前葉 な し

007SK A-2 楕円形 不整形 1.72 1,15 ,.4() 縄文土器 縄文後期前葉 <003SK 土師器が混入

008SK A-2 円形 半円形 1.34 1.34 0.22 縄文土器 縄文時代 な し

009SK
つ
０一

人
Ａ 円形 不整形 1.30 1.30 0.17 電文土器 土師8 な し

010 攪苦し

01lSK つ
υ一

Ａ
Ａ 円形 半円形 1,43 1.39 0,15 電文土器 土師3 な し

012SK A-2 不 明 半円形 1.62 0.60 0.18 縄文土器 縄文時代 な し

013SK A-2 円形 箱形 1.08 0.89 0.25 電文土器 土師3 <014SK

014SK A-2 円 形 箱 形 1.69 1.38 0.27 電文土器 土師呂 013SK・ 015SK<

015SK B-2 円 形 箱形 1.26 0。 91 0。 25 縄文土器 <014SK

016SK ◎ B-1 円形 箱形 1.76 1,71 0。 68 縄文土器 縄文中期～後期 な し

017 攪乱

018SK B-1 円 形 箱 形 1,07 0,91 U.も b 縄文土器 縄文時代 な し

019SK つ
０一

つ
Ｄ 円形 箱形 1.49 1.31 0,73 縄文土器 縄文後期前葉 な し

020SK B-2 円形 半円形 1。 10 1.06 0.25 電文土器 土師3 な し

021SK B-2 円形 箱 形 1。 15 1.04 0,30 縄文土器 縄文時代 な し

022 欠番

023SK ;― Z 円形 半円形 1.14 0,98 0。 11 電文土器 土師8 な し

024SK C-2 円形 半円形 1.00 0。 98 0,06 電文土器 土師暑 な し

025SK C-1 円 形 半円形 1.00 0,89 0。 23 縄文土器 縄文時代 な し

026SK つ
０一

つ
つ 円 形 半円形 U.υυ 0。 93 0。 28 電文土器 土師3 <032SI

027SK :-2 円形 半円形 1.35 1.16 0。 30 電文土器 土師3 な し

028SL ◎
つ
０一

〔
υ 下整楕円形 不整形 1.52 1,04 0.29 毘文土器 土師3 平安時代(9世紀) な し

029SK ◎
つ
０一

ｎ
υ 円形 袋形 1.28 1.20 0。 72 縄文土器 縄文後期 な し 土師器が混入

030SK D-2 円形 不整形 0。 89 0.86 0.45 縄文土器 縄文時代 な し

031P じ-4 不整形 半円形 0,78 0.62 0。 13 縄文土器 縄文時代 な し

032SI ◎ C-3 方形 不整形 4,74 3.20 0.16 鷺文土器 土師8 026SK<
ＫＳＯ

υ
つ
０

∩
υ C-1 円 形 袋形 0,93 (0.34 0.90 な し な し

034SK C-2 円形 半円形 1.36 1.32 0.16 な し な し

035SK D-1 円形 箱形 1.20 (0.73) 0.30 な し な し

６つ
０

∩
υ 攪乱

７つ
０

∩
υ 攪乱

038P け―Z 円形 U字状 0.47 0.38 0,45 な し 030SK内 ピット

※一部、調査区外にかかる遺構の計測値は()で示した。
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第 2節 まとめ

本節では、今回の調査成果について概観 しながら、平成 2、 3年の調査 (以下、前回調査)成果を一部援用し、

まとめとする。

1。 旧石器時代について

近年、笠間市内においては、小組遺跡での出土例をはじめとして徐々に旧石器時代の資料が増加しており、様

相が把握されつつある。その成果の中で、市域周辺の石器石材環境に目を向けると、在地石材であるチャー トの

入手が比較的容易であることから、旧石器時代のみならず、縄文時代においても石器の石材としてチャー トが積

極的に利用されるという特徴があげられる。反面、遠隔地石材である黒曜石は出土量という点では多いとは言え

ない。今後、資料数が増加するにしたがって、より詳細な当時の石材利用状況が明らかになっていくことと思わ

れる。本遺跡で出土した当該期の石器は黒曜石製の剥片 1点のみであり、全面的な調査による成果ではないため、

その具体的な分析は現時点で困難であるが、寺崎台地上に旧石器時代の遺跡が存在する可能性が示されたと言え

よう。今後の資料の蓄積に期待 したい。

2.縄文時代について

前回調査においては縄文時代の住居 1軒を検出しているが、本調査区では土坑のみの検出であった。土坑の

分布状況を見ると、標高 59,75m付近を南限として調査区北部に集中していることが窺える。また、土坑内か

ら出土した縄文土器は、堀之内式が主体であり、前回調査の住居から出土した土器 と同様である。本調査区内で

は、開口部の平面形が正円形を呈する土坑を 25基検出したが、抽出した土坑以外において時期的な判断が困難

であった。このため、本節において土坑の遺物、覆土、形態について検討し、土坑の位置づけを行ないたい。

①遺物

表 11に あるように、多くの土坑の一括遺物に土師器が含まれる。抽出した土坑のうち、007SKと 029SKに

おいても土師器の小破片が出土している。ここで前回調査の成果を確認すると、本調査区の土坑と同様に、縄文

土器と土師器・須恵器が共に出土 した土坑 9基が検出されており、奈良・平安時代の土坑として位置づけられ

ている。しかしながら、本調査区の土坑 と異なる点として、土坑内から出土した遺物の多くが土師器・須恵器で

縄文土器が少ない点、ほぼ完形の土師器・須恵器の個体が出土している点、さらに、意図的な廃棄を類推させる

出土状況である点の 3点が挙げられる。

②覆土

抽出した土坑の覆土について見てみると、ローム粒、ロームブロックを含み、暗褐色もしくは黒褐色を呈し、

しまりがやや強い覆土が主体を占める傾向が認められる。この傾向は非抽出遺構の土坑においても認められ、覆

土から抽出遺構との時期的な差具を看取することはできなかった。また、土坑内の覆土には、混入を類推させる

明確な攪乱や、堆積状況は確認できなかった。

③形態

土坑の形態については、抽出した土坑とそれ以外との間に差異が認められる。抽出した土坑のうち 007SKを

除くと、開田部が 15～ 17m程度の正円形で、断面形状はほぼ箱形、壁は底面付近でわずかながらオーバーハ

ングするという特徴を有する。さらに、土坑の底が鹿沼パミス層下部付近に設けられる点も共通点として挙げら

れる。これに対して、非抽出遺構の上坑の多くは、開国部の平面形がほぼ正円形を呈することは同様であるもの

の、 5層ハー ドロームまでの深度であり、壁のオーバーハングも認められない。
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上記の検討から、縄文土器と土師器が共に出土した土坑は、形態的特徴と遺物の出土状況を考慮して、縄文時

代の上坑として扱わないこととした。ただし、土坑からの出土遺物の多くが縄文土器であるため、本来は縄文時

代の遺構であり、少量の上師器は、後世の土地利用に伴って混入した可台留陛を指摘するに留めたい。

3.奈良・平安時代について

今回検出した 032SIは、床面よりも上部が削平されており、攪乱により遺構南端も失われていたため、全容

の確認は困難であった。出土遺物は土師器の邪、小型甕、須恵器の野などが認められたが、器種組成を把握す

るのに充分な資料が得られず、器形全体が窺える資料もわずかであった。時期については、供膳具の様相や、器

面調整の手法から、9世紀第 3～ 4四半期が想定されるが、還元焔焼成が不十分な須恵器が含まれることから、

須恵器供給の終末期である 9世紀第 4四半期に限定できる可合旨性は高い。

前回調査においては、住居から8世紀～ 10世紀代の遺物が出土 しており、盛期が 9世紀第 3～ 4四半期 と

捉えられている。本調査区の 032SIも この盛期に属する住居であったと考えられる。今後は、寺崎台地上に展

開した集落の様相を解明していくことが課題となろう。

以上、各時代ごとに前回調査成果と合わせて概観 したが、今回の調査によって、前回調査の補完的な成果が得

られた。本調査区は、削平によって遺構の大部分が失われていた上、調査区内を東西軸の耕作痕が多数横断して

おり、後世の土地利用、改変の影響が著 しい。しかしながら、今回の調査によって、当該期に寺崎台地上で積極

的な土地利用が行なわれていた可台静性は提示できたと言えよう。
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(包蔵地)

旧石器時代 剥片

縄文時代後期前葉の土坑を

検出した。関東ローム層より

旧石器時代の石器が 1点出土
した。

縄文時代
基
基ト

坑

ツ

土
ピ 縄文土器・石器

平安時代
住居
屋外炉

一軒

基 土師器・須恵器

時期不明 16基 (総計31基 )

要  約

縄文時代の土坑、平安時代の住居、屋外炉を検出した。縄文時代の土坑からは堀之内式を中心

に、後期前葉の土器が出土した。また、平安時代の住居からは9世紀第3～4四半期の土師器と須

恵器が出上した。後世の削平が調査区内全域にわたってローム層まで及び、遺構の上部は失われ

ている。



写真図版 1

調査区全景 (東から)

基本層序 A(西から)

基本層序 B 3～ 8層 (東から)

旧石器時代 石器出土状況 Gしから)



写真図版2

完掘 (東から)

016SK 完掘 (南から)

完掘 (南から)

遺物出土状況 (南から)

029SK 土層断面 (南から)

完掘 (南から)



旧石器時代 石器

写真図版 3

007SK‐ 2

016SK‐ 1

非抽出遺構 。遺構外出上 -1 非拍出遺構・ 遺構外出土-2  非拍出遺構・ 遺構外出土‐5

032Sl‐ 2
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